
改定日　令和5年4月26日

株式会社小原ハウジング

発行日　令和4年8月31日

エコアクション２１

環境経営レポート
令和3年度

（令和3年6月～令和4年5月）



(1)事業所名及び代表者氏名

株式会社小原ハウジング

代表取締役　加藤　仁美

(2)所在地

本社　〒470-0341　愛知県豊田市上原町西山398-12

(3)環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者　加藤　誠也　　TEL：0565-45-8182　　FAX：0565-45-8817

連絡先担当者　　 西口　栄梨　 TEL：0565-45-8182　　 FAX：0565-45-8817

E-mail                obarahaujing@mist.ocn.ne.jp

(4)事業活動の内容

建築工事及び設計・監理

(5)事業の規模

売上高：380百万円（令和3年6月～令和4年5月）

従業員：7名

事務所の延べ床面積：150㎡

１．組織の概要
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組織図（実施体制図） 発行日

作成責任者

文書識別

役割・責任・権限
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代表者
取組対象組織の決定、環境経営方針の策定、環境管理責任者の任命、
資源(人員･設備・費用等）の準備、代表者による全体の評価と見直し

取り組み対象組織の明確化（提案）、代表者に代わり、環境経営システムを
構築・運用・維持し、その状況（環境経営目標の達成状況・環境経営計画の
実施状況及び運用結果・環境関連法規の遵守状況・外部からの環境に関する
苦情や要望）を代表者へ報告

環境管理責任者
環境関連法規の取りまとめ/遵守評価の実施、環境経営目標･環境経営計画の作成

令和4年4月1日

環境管理責任者

作成・変更・改定

西口栄梨

環境経営レポートの作成

実施体制の構築、教育訓練の実施、外部からの苦情等の受付対応・記録

手順書の作成、緊急事態の想定/訓練の実施、問題点の是正･予防処置と記録

役割

全社員

代表者

自部門の取り組みに関し、環境管理責任者に準じた責任を持つ責任者

全社員

環境への負荷の自己チェック、環境への取り組みの自己チェックの実施

事務所責任者

加藤仁美社長

外注業者

現場責任者

責任・権限

環境経営方針・環境経営目標･環境経営計画を理解し取組む

環境管理責任者

加藤誠也

加藤雅也

（6）実施体制



  レポートの対象期間及び発行日
(1)対象組織

全社

(2)対象活動

事業活動の内容のとおり

(3)レポートの対象期間

令和3年6月1日～令和4年5月31日

(4)レポートの発行日

作成日：令和4年8月31日

制定日：平成22年11月15日

改定日：令和3年4月1日

代表取締役

　　推進します。

行 動 指 針
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　　　　　　②分別の徹底・リサイクルの推進につとめ廃棄物排出量を削減します。

　　　　　　③節水につとめ排水量を削減します。

　　　　　　④グリーン購入を推進します。

(3)環境経営方針を全社員に周知し、事業活動及び環境経営システムの継続的改善

加藤仁美

２．対象範囲（認証・登録範囲）、

当社は、建築業の事業活動において、環境に影響する業務があることを認識し、

環境経営システムを構築・運用することにより、環境保全活動を自主的積極的に

(2)次の事項について具体的な環境経営目標及び環境経営計画を定め実施します。

　　　　　　①節電・エコドライブの推進につとめ二酸化炭素の排出量を削減します。

(1)当社に適用される法規制、当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

３．環境経営方針

環 境 理 念

　　を進めます。

　　　　　　⑤環境に配慮した住宅設計・建築物の提供に努めます。



作成 保管期間

承認 2年

令和３年度 令和4年度 令和5年度

2.5%削減 3%削減 3.5%削減

ｋWｈ 10,046 9,795 9,745 9,694

L 5,768 5,624 5,595 5,566

L 1,300 1,268 1,261 1,255

L 432 421 419 417

ｋｇ 20 20 19 19

ｋｇ-CO2 22,576 22,012 21,899 21,786

kg 47 46 46 45

ｔ 508.4 496 493 491

m3 54 53 52 52

- 10

- -

注記・購入電力の二酸化炭素排出係数は平成27年度中部電力値0.486kg-CO2/kWhを使用しています。

・基準年データは近年の受注工事増加傾向を反映させるため、平成30年度（平成30年6月～

令和元年5月）のデータとしました。

・取組年度は決算期に合わせて6月～翌年5月としました(令和3年度は令和3年6月～令和4年5月)

・二酸化炭素発生要因のうちLPGは使用量が少ないが、他の化石燃料同様に目標値を設定します。

・現場で使用するユーティリティーは外注費用の中に含みます。

・一般廃棄物は事務所での焼却ごみを対象として目標設定します。

・産業廃棄物は現場での廃棄物総量を対象に目標設定します。

　　　　・エポキシ樹脂等の化学物質は下請業者が持ち込みで使用しています。

４．環境経営目標

軽油使用量

二酸化炭素排出量

単位

①二酸化炭素排出量
　　　　　削減 灯油使用量

加藤仁美

令和4年6月1日
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基準年
(平成30年度)

③水使用量削減 水使用量

環境経営方針項目

電気使用量

ＬＰＧ使用量

環境経営活動項目

ガソリン使用量

一般廃棄物（焼却物）
②廃棄物排出量削減

⑤環境配慮設計・施工

産業廃棄物(現場）

④グリーン購入推進 グリーン購入 グリーン購入の推進

環境配慮設計施工の推進環境配慮設計施工



計画作成 保管期間

計画承認 2年

　　取組開始　取組終了 取り纏め

R3.6月 R4.5月 R4.8月

灯油使用量削
減 ・事務所 加藤誠也 取り纏め

５．環境経営計画

・事務所
・現場事

務所
加藤誠也

環境配慮設
計・施工

・事務所

・現場

グリーン購入
推進

・水道の漏水を定期的に確認

⑤

④

・事務所

一般廃棄物
排出量削減

・在庫品のエコ商品項目把握

・エコ商品を購入

・環境配慮建築物の提供
取組み

加藤　雅也

水使用量
削減
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取組み 取り纏め

取組み加藤誠也

③

ガソリン・軽
油使用量削

減

・残業時、昼休み時、退社
時の節電の徹底を図る

取組み

取り纏め

・設計時の省エネ提案の推進

産業廃棄物
排出量削減

・紙使用量の削減を図る

・現場

・ステッカーによる節水意識向上

・事務所

①

・こまめにON、OFFをする

電気使用量
削減

・使用時以外の場所は消
灯の徹底を図る

・湯沸かし器の稼働時間短縮

・マイボトルの定着

・現場社用車を外注へ切り替え

LPG使用量
削減

・購入時にエコカーへの切り替え

取組み

・エコドライブの徹底

・現場

取り纏め

・冷暖房の設定温度を標
準化して取組む

・私物ごみの持ち帰り徹底

・積載物の見直し

②

取り纏め・事務所

取組み

・冷暖房機のフィルター清
掃を2ヶ月１回実施する

・事務所
・現場事

務所

方
針

具体的な取り組み内容 実施場所 責任者環境経営目標

加藤誠也

加藤仁美

令和3年6月1日

取組み

取組み

取り纏め

・事務所

取り纏め加藤誠也

取り纏め

取り纏め

取り纏め

・事務所
・現場事

務所

加藤誠也

加藤誠也

取組み

・収集業者との分別収集交渉

・分別の徹底

加藤誠也

加藤誠也

取り纏め

取り纏め

取組み

加藤誠也

加藤誠也

取組み

取組み



作成 保管期間

承認 2年

基準年
(平成30年度) 令和3年

基準値 目標値 実績 増減率（％）

ｋWｈ 10,046 9,795 11,386 16.2

L 5,768 5,624 5,733 1.9

L 1,300 1,268 1,522.0 20.1

L 432 421 584.00 38.7

ｋｇ 20 20 26.3 34.9

ｋｇ－ＣＯ２ 22,576 22,012 24,295 10.4

kg 47 46 42.5 ▲ 7.3

ｔ 508.4 496 240.08 ▲ 51.6

m3 70 53 43 ▲ 18.3

品目 10 購入推進 76 660.0

- - 推進

※増減率は目標値に対しての割合です。

※グリーン購入の推進の増減率のみ、基準年（平成30年度）の基準値に対しての割合です。

６．環境経営目標の実績

(令和3年度:令和3年6月～令和4年5月)

④グリーン購入の推進

全工事で実施

二酸化炭素排出量

ガソリン使用量

電気使用量

軽油使用量

水使用量

①二酸化炭素排出量の
削減

令和4年8月31日

加藤仁美

単位

灯油使用量

令和3年（取組期間）
環境経営活動項目

ＬＰＧ使用量

▲：削減を表す

グリーン購入

※グリーン購入の増減率欄は増減品目数の評価です。
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環境配慮設計施工

③水使用量の削減

一般廃棄物
②廃棄物の排出量削減

※購入電力の二酸化炭素排出係数は平成27年度中部電力値0.486kg-CO2/kWhを使用しています。

※建設現場で発生する廃棄物は一定量蓄積して処理しています。

⑤環境配慮設計・施工

産業廃棄物（現場）

環境経営方針項目



(1)二酸化炭素排出量の削減

ｋWｈ 9,795 11,386 16.2

L 5,624 5,733 1.9

L 1,268 1,522.0 20.1

L 421 584.00 38.7

ｋｇ 20 26.3 34.9

ｋｇ－ＣＯ２ 22,012 24,295 10.4

(2)廃棄物の排出量削減

単位 目標値 実績値 増減率（％）

kg 46 42.5 ▲ 7

ｔ 496 240.08 ▲ 52

7-1 環境経営計画の取組結果とその評価結果
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環境経営活動

①二酸化炭素排出量の削減

環境経営方針

②廃棄物の排出量削減

７．環境経営計画の取組結果とその評価結果・次年度の取組内容

ＬＰＧ使用量

電気使用量

ガソリン使用量

軽油使用量

灯油使用量

・令和2年度の実績では電気使用量が目標値に対して約46％オーバーと芳しくない数字であったため、電気に
よる暖房からLPGと灯油による暖房へ使用器具を積極的に変更した。結果、令和3年度の電気使用量は目標値
にこそ届かなかったものの、増減率の大幅な低下につながった。

・一方でLPGと灯油の使用量は目標値を越えてしまったが、今回も新型コロナウィルス対策の一環として室内の
換気の徹底を行ったため、使用量増加につながったと考えられる。

・ガソリン・軽油の使用量は、前年度より大幅に減少。特にガソリンの使用量は目標値まであと一歩まで迫った
が、近年の請負工事増加に伴う車両利用の増加により目標達成とはならなかった。

・以上により、二酸化炭素排出量の目標達成とならなかった原因は、基準年（平成30年度）より請負工事の6割
程度の増加と、コロナ感染予防対策の影響と考えられる。

目標値 実績値
増減率
（％）

単位

二酸化炭素排出量

環境経営方針

・一般廃棄物に関しては、7％削減し、目標が達成できた。これは請負工事の増加に伴い増えた事務作業の処
理過程で従業員が紙の裏紙を使用したり、ペーパーレスの作業を増やしたり、廃棄物の削減の取組に積極的
に取り組んだ結果だと考えられる。

・産業廃棄物に関しては、52％減となった。請負工事の規模や撤去作業の有無により実績値は毎年変わる上、
産業廃棄物排出のルールに基づき適切に排出しているため、これが適正値であると考える。

一般廃棄物

産業廃棄物（現場）

環境経営活動



単位 目標値 実績値 増減率（％）

m3 53 43 ▲ 18

(4)グリーン購入の推進

(5)環境配慮設計・施工

　施工現場では全ての現場で環境に配慮した施工を行っている。

今後も積極的に環境対応施工を行う。

7-2 　次年度（令和4年度）の取組内容

次年度（令和4年度）の取組目標を達成するために、今年度と同様の取組内容を継続します。

水使用量③水使用量の削減

環境経営方針

(3)水使用量の削減

環境経営活動

エコ商品を76品目購入と基準年に比べて大幅な増となっており、ネット発注する際にはグリーン商品の購買を

社員の節水意識の定着で水使用量が18％削減でき、目標達成できた。今後も節水に取り組む。

積極的に行っているサイトの利用などを心掛けるなど、社員のグリーン意識は確実に高まっている。
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環境関連法規等への違反はありません。なお、関係当局より違反等の指摘は過去3年間ありません。

評価

遵守

Ⅰ 遵守

遵守

遵守

遵守

記載 保管期間

記載者 2年

1 ☑
2 ☑
3 ☑
4 ☑

代表者による見直し指示

実施体制の変更の必要性

9

変更の必要性の有無

代表者による全体評価

　ガソリンと軽油の使用量が大幅に目標値に近づいた。現場までの距離と工期は変えることは出来な
いが、エコアクション活動に携わる企業の一員として、エコドライブや効率の良い運搬方法を社員一丸
となって考えていきたい。
　感染症対策としての徹底した換気は、今年度もエコ活動推進の大きな困難となった。特に使用量の多
かった電力の使用を抑えるため、事務所の冬場の暖房を電気からLPGと灯油の暖房に切り替えてみた
いと社員から申し出があり、数字としては電気は減った一方でLPGと灯油は上がるという結果。全体の
二酸化炭素排出量は昨年度より目標値に近づいているものの、この方法でエコアクションの目的に添
えているかどうかは慎重に判断したい。エコアクション21で要求されるデータの管理方法は大幅に改善
している。

①電力とLPG・灯油の利用バランスと効果を考えること。
②エコアクション21で要求されるデータの管理方法をさらに改善すること。
③ガソリン・軽油の使用量減につながるエコドライブを徹底すること。

□有　・　■無

□有　・　■無

□有　・　■無

令和4年8月31日

騒音規制法

９．代表者による全体評価と変更・指示

□有　・　■無

代表者☑

加藤仁美

浄化槽設置届出、定期清掃・保守点検・法定検査

振動規制法
特定建設作業届出、作業敷地境界線での規制値以
下を遵守

 　　 訴訟等の有無

環境経営方針の変更の必要性　

環境経営目標の変更の必要性

環境経営計画の変更の必要性

８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、

浄化槽法

委託契約、マニフェスト交付、マニフェスト管理
マニフェストの交付状況の年度報告等

遵守事項

廃棄物処理法

環境関連法規等

特定建設作業の届出、作業敷地境界線での規制値
以下を遵守

再生資源利用省令 再生資源利用計画の作成、実施記録保存


